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概 要

特 ⻑

実⽤化イメージ と もたらされる喜び・驚き

今後の課題

求める連携先 と メッセージ

●多数の要因の中から特性に影響を与える要因を絞り込む
スクリーニング実験において，少ない実験回数で要因を
的確に絞り込む⽅法論を開発した．

●考慮したい因⼦数に対して柔軟に実験回数
を選択できる（計画の柔軟性）

●実験回数に対して考慮できる因⼦数が多い
●実験データのみならず事前情報(技術情報
など)も考慮した解析ができる

計画の
柔軟性

考慮でき
る因⼦数

事前情報
の活⽤

【本技術】
Bayesian D最適過飽和計画

×
MBMM※

◎ ◎ ◎
【先⾏技術】

直交表
×

ステップワイズ
× ○ ×

事前情報を取り込んだ計画構成のイメージ

●【実⽤化イメージ】
技術開発や製品開発の標準プロセスに組み込むことにより，
実機実験やシミュレーション実験の実験回数削減を実現

● 【もたらされる喜び・驚き】
技術開発や製品開発のスピードアップや開発コストの
低減が期待できます

●実データによる本技術の実⽤性の検討

●【求める連携先】
特性や要因という表現を⽤いているため，具体性がないように思われている
⽅がいらっしゃるかもしれません．それは本技術の強みである汎⽤性の⾼さ
が理由です．すなわち，ものづくり企業であれば，どんな業種，どんな事業，
どんな技術を保有している企業様であっても活⽤できます．実はサービス業
に活⽤することもできてしまいます．

タイルの強度に影響する要因の絞り込み

設計

試作

試験

改良

※MBMM︓Modification of Box-Meyer Methodの略
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試作品の状況

特⻑が発揮される仕組み

技術の特⻑の根拠となる実験データ等

⽂献・特許の情報

●下記のような表をBayesian D最適過飽和計画では考慮する因⼦数に対して⾃由に構成できるが，
直交表は⽤意されているテンプレートを使⽤することしかできない．

●12×11Plackett-Burma計画（従来）と12×18Bayesian D最適過飽和計画（本技術）による解析性能
の評価結果（解析⼿法は本技術を使⽤）

無し

●Kyohei Funahashi, Hironobu Kawamura, Total Quality Science, vol.４, page 34－40 (2018年)
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M-05

直交表の例

Bayesian D最適過飽和計画の例

12回の実験で18個の因子を考慮できる！

モデル1.
モデル2.
モデル3.

Active Factor Identified Rate(%) モデル１ モデル２ モデル３

Plackett-Burman計画 100 100 97.3

BayesianD最適過飽和計画 100 99.0 95.0

True Model Identified Rate(%) モデル１ モデル２ モデル３

Plackett-Burman計画 0 98.0 97.2

BayesianD最適過飽和計画 88.0 98.0 95.0 x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11
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どの因子の効果があるのか一目瞭然！

解析結果のアウトプット例

【想定モデル】

【評価結果】

⇒効果のある因子がスクリーニング後に残っている割合

⇒効果のある因子をすべて識別している割合（効果のない因子は含んでいない）


	



